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市場に依存 しており,小売店や レス トランの立地に関する一般理論が観光









物理学的法則や限界生産力の概念を用 いて説明 してお り,Todt(1965)は
ポテ ンシ ャル ・モデルを観光地 に応用 して いる。
ところで,Defert(1966)は自著 『観光立地論』の中で フラ ンスにお ける
各観光地のデ ータに もとつ く実証研究 において,い くっかの原理 および系
を示め してお り(3),vonThiinen(1826)およびHoover(1937)の立地論
が 自然の決定 に従 う観光地 や交通 手段 の多様化 のために,単 に観光立地 に
応用で きないことを示唆 して いる(4)。また,経 済地理学の観点か ら,Chris・
taller(1964)は中心地理論を周辺地域 と しての扱 い とな る リゾー トや景観
に関す る観光地域 に応用す ることは難 しいことを指摘 して いる。
一方,Smith(1989)は観 光 に関す る用地選択 の研究 を はじめ,他 の経営
部門 に対 して有用 なモデルが開発 されて きた ことを示唆 してお り,因 み に
都市 内の レク リエー シ ョン経営 に関す る立地 モデルを扱 ったVickerman
(1975)をは じめ,Yokeno(1974),Miossec(1977)などを挙 げて いる。
また,西 岡 および神頭(1994)はThiinen(1826),Dunn(1954)および
Alonso(1964)の系統的 とみ な しうる空間経済理論 に もとづ き,観 光立地
に関 する空間距離 の重要性 につ いて指摘 して いる。 さ らに,神 頭(1985)
はAlonsoの付 け値地代の概 念を観光地域 に応 用す ることによ って,観 光
ホテルに対 する均衡付 け値費用関数 を導 出 し,外 部経済効果 を有す る観光
リゾー ト地 域 のサ イズにつ いて分 析 を試 みて い る。観 光地 理学的観 点 か
ら,Britton(1980)はフ ィジーにおけるホテルの立地選好 につ いて調査 を
試 みてお り,Pearce(1987)はモーテル客 のプロフ ィールとモーテル選択
の側面 か らニュー ジー ラン ドのChristchurchにお けるモーテルの立地 と
選択 について検討 している。
最近 では,ThiinenおよびAlonsoの観点 か ら,神 頭 および西岡(1993)
は観光旅行者 の効用 関数 を指数 タイプに特定化す る ことによ って,ま た,
ホテルの宿泊代 を 「観光 リゾー ト中心部(観 光資源)か らの距離」 の関数








化条件か ら導かれ,限 界自発的支払と限界インプリシット価格とが等 しく
なることか ら理論的に正当化されるところにある。






ただ し,PXは観光合成財単位当 り価格,P(S,L,E)は観光 ホテル代(料
金)を それぞれ示す。
ここで,観 光 ホテル周辺 の環境属性(E)のみに着 目 して効用最大化条件
を考え ると,次 の ラグラ ンジュ関数
0=U(X,S,L,E)+λ(Y-PXX-P(S,L,E))から
÷{券 一aPaE(1)
が導出 され る。(1)式か ら,左 辺 は限界 自発的支払を示 してお り,右 辺 は限
界イ ンプ リシッ ト(潜 在的)ホ テル代を示 してい る。 また,
WE_ ,ZaE(2)
とす る と,も しす べての観光 旅行 者の効用 関数 お よび予 算が 同一 であれ
3 一139一
ば,(2)式のWEは 環境属性 とホテル代(一 般 に,財 と価格)の 関係を示す逆
需要 曲線 を表 している。




で あ るこ とか ら,(3)式の εを推計 す る ことによ って,Eの 限 界 イ ンプ リ
シッ トホテル代 を求 め ることがで きる。さ らに,(1)式か らEは 正常財 であ
り,限 界効用逓減 が示 されているな らば 凡 一aPaEは非線形 であ り・一般
的 には次の2重 対数 ヘ ドニ ック ・ホテル代 関数 が設定 され る。
10gP=α+βlogS+rlogL+ElogE(5)
したが っZ,Eの 限界 イ ンプ リシ ・ トホテ・レ代 既 一aPaE-・PEであ
る。 なお,一 般 にヘ ドニ ック価格を推計す る際 に,(3)式か(5)式のいつれを
採用 す るか につ いて は,Box-Coxモデルを用 いる ことによ って検討す る
ことがで きる(7)。
他 に レク リエーシ ョンを含む 「観光の魅力」 につ いての特徴 および分類
に 関 す る研 究 は,Clawsonおよ びKnetsch(1966),Bonifaceおよ び
Cooper(1978),Cooper,Fletcher,GilbertおよびWanhi11(1993)等に
よ ってなされ ている。また,Crampton(1966)は目的地の魅力の概念 を考
慮 した重力 モデルを観光研究 に応用 して いる。
以下 では,一 般 に経済立地論 および都市経済学 の分野で説明 されてい る
付 け値地代理論(8)を応用す ることによって,観 光 ホテルの利潤最大化 にも













考慮 して,な るべ く観光都市の中心部に近いホテルに宿泊 しようとする。
したがって,観光ホテル代,観光宿泊客数,ホテル従業員数はそれぞれ 「観
光都市中心部か らの距離」の関数 として表 される。
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(m)観光 ホテル(経 営者)は,利 潤を最 大化す るよ うに行動す る。
㈹ 賃金,地 代お よび敷地面積 は,そ れぞれ 「観 光都市中心部か らの距
離」の関数 と して表 され,賃 金および地代 は観光 都市中心 部か ら離れ るに
従 って減少す る。一方,敷 地面積 は観光都市 中心部 か ら離 れ るに従 って増
加す る。 また,ホ テルの電気,ガ ス,水 道 などの諸費用 は一定 とす る。
上記の仮定の もとで,観 光ホテルの収入 関数 は,次 のよ うに表 され る。
R=p(t)Q(t)(1)
ただ し,P(t)は観光宿 泊客一人 当た りホテル代(p'(t)〈0),Q(t)は観光
宿泊客数(Q'(t)〈0),tは観光 都市 中心部(観 光資源)か らの距離をそれ
ぞれ示す。
次 に,観 光 ホテルの予算制約式 は,(2)式で表 され る。
C=w(t)N(t)+r(t)L(t)(2)
ただ し,wは 観光 ホテル従業員当た り賃金(w'(t)<0),N(t)は観光 ホ
テル従業員数(N'(t)<0),y(t)は観光 ホテル敷地面積当 たり地代(r'(t)<
0),L(t)は敷地面積(0<L'(t))をそれぞれ示す。この モデルにお いて,空
間 に照準 をあて ることと,モ デルの解釈を簡単化す るために資本 は無視 さ
れている。
ここで,観 光 ホテルの利潤 は,
n=R‐C=p(t)Q(t)‐w(t)N(t)‐r(t)L(t)(3)
と表 され る。 さ らに,利 潤最大化の条件式 は,
dt=p'(t)Q(t)+p(t)Q'(t)-w'(t)N(t)-w(t)N'(t)
-r'(t)L(t)-r(t)L'(t)=0(4)
で あ る。 こ の(4)式を 整 理 す る と,
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p'(t)Q(t)十p(t)Q'(t)
=w'(t)N(t)一暑一ω(t)2Vノ(t)十1!(t)L(t)十r(t)L'(t)(5)
ま た,長 期 的 な 市 場 競 争 均 衡 を 考 慮 す る と,利 潤 が ゼ ロ(π=0)と な る 。
し た が っ て(3)式か ら,
p(t)Q(t)=w(t)N(t)十r(t)L(t)(6)











た だ し,こ こ で は 観 光 都 市 中 心 部 の 半 径 を1単 位 と す る 。








さ らに,⑩ 式を簡略化す ると,
R(t)
R(1)-C(t)C(1)qD
と書 き表 され る。⑩式お よびqD式は,「観光都市中心部の ホテル収入」に対
す る 「t地点 のホテル収入」の比が 「観光都市中心 部のホ テル費用」に対 す
る 「t地点の ホテル費用」の比 に等 しい ことを示 してい る。
さらに,t地 点 の地代r(t)に着 目して⑩式 および⑪式 を用 いて整理 す る
と,次 式が得 られ る。
C(1)R(t)一 ω(t)N(t)=7ωム(t)⑰
R(1)




また,微 小な距離の変化 に対 して,賃 金,従 業員 の数 および敷地面積 が
ほとん ど変化 しな いもの とす ると,ω'(t)㌶0,N'(t)駕0およびL'(t)㌶0
で ある。 したが って,q3式は,次 のよ うに表 され る。
C(1)R'(t)C(1)R'(t)=〆(t)L(t)また は=〆(t)qの
R(1)R(1)L(t)
¢の式 は,C(1)お よ びR(1)を 所 与 と す る と,ま たR'(t)<0かっ
0<R"(t>が満た されて い るとす ると,付 け値地代(1°)の観点 か ら観光都市
中心部 への ア クセ スによ って よ り高 い収 入 を得 よ うとす る観 光 ホテル に
とって は,そ の中心部 へ近 づ くにっれてよ り高 い地代 を支払 うことを示 し
て いる。 したが って,第2図 に示 されてい るよ うに,相 対 的に観光 資源へ
のア クセ スを重視 す る観光 ホテルAは 観 光都市 中心 部 の近 くに,す なわ
ち観光資源か らt*までの距離に立地 し,相 対的 に広 い敷地面積(例 えば,


































(1)これ にっ いて は,例 え ばFrank(1994,chap.13)が小 さな 島 国 に お け る レ ス
トラ ンの均 衡 立 地 お よ び最 適 立 地 にっ いて 例 題 を 示 しっ っ 説 明 して い る。
(2)この論 文 にっ いて は,西 岡(1993b)に よ って 紹 介 され て い る。
(3)これ に つ い て は,西 岡(1993a)によ って コ メ ン トさ れて い る。
(4)これ に っ い て は,塩 田(1984,第17章)に よ って よ り詳 しい説 明 が な され て
い る。
(5)この分 野 に お い て,ヘ ドニ ック ・ア プ ロ ー チ につ いて は,Bateman(1993,
chap.6)およ びJohanson(1993,pp.59-62)等に よ って 平 易 に説 明 され て
い る。
(6)これ は,観 光 ホ テ ルの ル ー ムサ ー ビス,観 光 ホ テ ル の立 地 条 件,観 光 ホ テ ル
周 辺 の 環 境 属 性 を除 く観 光 活 動 に関 わ るす べ て の財 お よ び サ ー ビス に よ っ て構
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成 さ れ る バ ス ケ ッ トを指 す。
(7)BOX-COXモデ ル(1964)にっ いて は,次 の 関 数
x-1
が設 定 され る。
た だ し,λ=1の 時,Y,-1=α+β(X、-1)+ε 、(1)
珊 一1は線 形 の 推 計 モ デル を 示 して い る
。 しか し,λ=0の 時, は不 定 の よ うλ





上 式 は λ=0に 対 して,
躍 一1 =logY;
λ
と表 さ れ る。 した が って,λ 一 〇の 時Box-Coxモデ ル は
logY;=α+βlogX、+e;(2)
こ こで,最 尤 推 定 法 に もとつ く,次 の関 数 を 用 い る こ と に よ って,λ=0お よ び
λ=1の 時 の最 尤値 を比 較 して(1)式お よ び(2)式の うち,ど ち らが ベ ス トで あ る
か を決 め る こと が で き る。
L-(λ 一1)Σ1・gY,一(N2)1・9(2・)一(N2)1・g(ゲ)一















は直 接 比 較 す る こ とが で き る。 な ぜ な らば,
(4)
(5)
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